編集後記 by 東京外国語大学附属図書館 et al.
●昨年の大地震では大量の本が落下し、建物の一部が損傷しました。それを受けて書架の高い段には滑り止めのシート
を敷きました。まだ万全ではありませんが、緊急時の避難誘導・点検についても計画を策定しています。（吉田）
●外語大図書館のスタッフになって約1年、震災の日からも1年になります。自分の身辺にも大小さまざまな変化が起
こりました。平穏な日常のありがたさを忘れぬよう、日々すごしていけたらと思っています。（大浦）
●今回の特集記事では、学習相談デスクの担当者達に座談会をしていただきました。インタビュー中の、笑いの絶えな
い楽しそうな様子や担当者達の雰囲気が伝われば、と思います。どうぞお気軽にご相談にいらしてください。（木村）
●多言語コンシェルジュと、この春スタートするTUFS－ラーニングコモンズで、図書館は学習サポートの場への歩み
を踏み出しました。この一年以上、準備に明け暮れた日々でしたが、いつになく楽しみな春を迎えています。学生の
皆さんに親しまれ、役立つことを願っています。（綾部）
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平成23年度附属図書館
特別展示会より
『コドモノセカイ』
黒崎義介画1942年
 4月 6日 …… 入学式（館報「カスタリア」等配布）
 4月 6日 …… クラスガイダンス（全15回　～ 12月）
 4月11日 …… 計画停電および節電への協力等のため4月の開館時間変更（平日9－18時　土日休館　～ 30日）
 4月19日 …… 図書館オリエンテーション（全5回　～ 26日）
 4月22日 …… 国立大学図書館協会東京地区協会総会　2名参加（於 東京学芸大学）
 4月26日 …… 情報リテラシー科目附属図書館担当分講義「附属図書館利用案内」（全4回　4月28日と計2日間）
 5月 6日 ……  5・6月の開館時間変更（平日9時－21時45分　土9－17時　日休館　～ 6月30日）
 5月24日 …… 図書館ガイダンス（全3回　～ 26日）
 5月26日 …… 平成23年度第1回図書館委員会
 6月14日 …… 情報リテラシー科目附属図書館担当分講義「情報検索演習」（全4回　6月16日と計2日間）
 6月16日 …… 第58回国立大学図書館協会総会　2名参加（於 広島市）
 6月20日 …… 情報検索ガイダンス（全5回　～ 30日）
 6月28日 …… 東京西地区大学図書館協議会加盟館会議　1名参加（於 杏林大学三鷹キャンパス）
 6月29日 …… 平成23年度第1回選書委員会
 7月 1日 ……  7月の開館時間変更（平日9時－21時45分　土日9－17時　～ 23日） 
 7月23日 …… オープンキャンパス図書館見学
 9月29日 …… 駐日ポルトガル大使一行来訪
10月 3日 …… 多言語コンシェルジュによる学習相談デスク開設（　～ 2月17日）
10月17日 …… 図書館オリエンテーション（全3回　～ 24日）
10月20日 …… 情報検索ガイダンス（全5回　～ 27日）
11月 2日 …… 平成23年度第2回選書委員会
11月14日 …… 東京西地区大学図書館協議会実務担当者会議　1名参加（於 一橋大学）
11月18日 …… 平成23年度附属図書館特別展示会（「戦前・戦中・占領期　激動の時代の日本語教育─長沼直兄の仕事
  を中心に」　～ 12月25日）
11月20日 …… オープンキャンパス図書館見学
12月 9日 …… 平成23年度附属図書館公開講演会（河路 由佳 本学教授「アメリカ・日本・アジアのはざまで─日本語
  教育者・長沼直兄の「激動」の戦前／戦中／戦後」）
12月12日 …… 出張コンシェルジュ（学習相談）実施（全3回　～ 14日）
 1月31日 …… Word講習会実施（多言語コンシェルジュ企画）
 2月 8日 …… 平成23年度第3回選書委員会
 3月19日 …… 平成23年度第2回図書館委員会
 3月26日 …… 附属図書館4階改修工事（ラーニングコモンズ）完了
（平成23年4月～平成24年3月）
　昨年の東日本大震災では府中市は震度5弱で、当館も図書約15,000冊が落下しましたが、幸い人的被害はなくその他の物的被
害も軽微でした。3月中は一部エリアのみの開館（3/17～ 31）となり、夏学期も電力事情や補講に対応して開館時間変更を行い
ました。その後、図書落下防止対策や災害対応体制の整備等を行い、より安心して利用できる図書館であるよう努めています。
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館長巻頭言
附属図書館長　栗田 博之
紙と文字
もしれないような事態が現在発生しつつある。文字
を電子データ化し、文字そのものでなく、電子デー
タの方を保存したり、やり取りしたりすることの方
が一般的になっているのである。その結果、電子デー
タを文字という視覚データに復元するのは利用者が
目的に合わせて適宜行えばいいことになり、紙にプ
リントアウトして読むという旧来のやり方のほか
に、必要に応じてディスプレイ上で文字を再現して
読むという新たな方法を用いることが可能となっ
た。電子データであれば、コピー＆ペーストも自由
自在である。その気になれば、聴覚データへの変換
（文字の読み上げ）や触覚データへの変換（文字の点
字化）も容易である。文字の保存という観点から、紙
の信頼性はきわめて高く（千年のオーダーで保存可
能であることは実証済みである）、電子データの保
存用の媒体の信頼性は未知数（発明されてから十年
のオーダーしか時間が経過していない）であるが、
電子データであれば、複製が簡単にでき、次々に媒
体を変えていくことが可能であり、高密度な媒体を
用いれば、むしろ紙はかさばって困るというような
贅沢も許されるようになった。これらの点で、電子
データ化された文字には、紙に書かれたり印刷され
たりした文字にはない圧倒的な利便性がある。実
際、学術雑誌は次々にオンライン・ジャーナル化し、
電子書籍の普及も進んでいる。かさばる紙を保存し
ておいて利用するというかつての図書館の姿は間
もなく過去のものとなろう。東京外国語大学附属図
書館もこのようなコンビ解消が間近に迫った時代
にあって、その姿を徐々に変えて行くことが求めら
れているのかもしれない。
人類にとって、文字の発明は革命的な出来事で
あった。文字のない世界では、先人の知恵も口頭で
次の世代に伝えて行くほかなく、知識を蓄積するこ
とはきわめて困難であった。日々のやり取りも口頭
でのみ行われるため、口約束をめぐってもめ事が起
こると、「言った」「言わない」のやり取りが果てしな
く続いた。つい最近まで無文字社会であったパプア
ニューギニアにおいて、長年にわたって文化人類学
的現地調査を行って来た身としては、文字がないと
人々の生活にどのような事態が発生するのかを目
の当たりにしており、その分だけ、文字が人類の文
化・社会にとって持つ偉大なる力を強く実感するこ
とができるのである。
文字の歴史は、同時に、文字を記す媒体の歴史で
もあった。現在広く用いられている紙という媒体は
文字の歴史において非常に重要な意味を持つ。その
扱い安さ、軽さ、耐久性等の面で圧倒的に利便性が
高く、甲羅、骨、石、粘土板、皮革等の他の媒体を過
去のものとして行った。また、印刷術の発明によっ
て、大量の複製が可能となり、限られた人のみが利
用して来た文字の大衆化が急激に進んだ。現在東京
外国語大学附属図書館に収蔵されているものの大部
分は、文字が紙に印刷されたもの、いわゆる「書物」
である。かつて書物を読むためには、その書物その
ものを手に入れるか、筆写するしかなかったが、コ
ピー機の発明によって、既存の書物を簡単に再現す
ることも可能となった。このように、つい最近まで、
文字と紙の組み合わせは最強のコンビであり、これ
らの技術革新によって、その利便性は飛躍的に高
まって来たのである。
しかし、このようなコンビがついに解消されるか
（教徒）研究教育拠点を築く計画でおり、そのリー
ダーがほかならぬ大塚先生だったからである。しか
もプロジェクトが突然代表を失ったとき、拠点形成
計画はすでに5年目に突入していた。
果たして大塚先生を失ってなお、本学をわが国随
一の中東・イスラーム研究教育拠点として維持して
行くことができるのか。残されたプロジェクト・メ
ンバーの苦悩は深かったが、国から巨額の資金援助
を受けている以上、拠点の形成・維持を断念するわ
けにもいかない。だがどうしたら、大塚先生を失っ
た痛手を少しでも軽くすることができるのか？
そうやってたどりついた先にあったのが、突如主
を失った大塚先生の一万冊近い蔵書だった。これこ
そ4年間のプロジェクト研究を支えた基本に他なら
ず、今後の拠点の維持・発展にも不可欠な資料であ
るに違いない……かくてAA研文献資料室に「大塚
文庫」が誕生した。そこでは先生ご自身を記念する
意味もあって、テーマ別の分類は行わず、故人の書
架が忠実に再現されている。中東やイスラーム、ま
た人類学の研究を志す者にとっては一種の聖地かも
しれない。
エジプトやスーダンなど、アラブ社会の人類学を
中心に、日本の中東・イスラーム研究に大きな足跡
を遺された大塚和夫先生は2009年4月29日、半年
にわたる闘病空しく、脳幹梗塞のために亡くなられ
た。享年59歳。亡くなる前年の秋には「社会人類学
の分野において幅広くかつ独創性に富んだ研究を行
い、文化人類学一般、さらに中東やイスラームを対
象とする地域研究、宗教学など隣接人文・社会科学
において重要な学術貢献をした功績により」紫綬褒
章を受章されており、3年に及んだアジア・アフリ
カ言語文化研究所（AA研）の所長職も09年3月末で
任期満了となることから、ご自身も周囲も、先生が
再び研究に専念できる環境に戻られ、以前にも増し
て内外でご活躍になることを期待していた矢先の
悲報であった。
先生は2005年に心から愛しておられた母校・東
京都立大学を後にされ、本学に移られた頃からしば
しば「自分はもう若くない。早く研究をまとめない
と」と口にされてはいたものの、還暦を前にしての
ご逝去はご自身まったく予想外のことであったに違
いない。他方、残されたAA研所員にとっても、先生
の急逝はすこぶる大きな痛手となった。現職の所長
が任期半ばで突然の病に倒れ、教授在職中に急逝す
るという、過去に例を見ない事件に遭遇しただけで
はない。AA研は主にアジア・アフリカを研究する言
語学者・人類学者・歴史学者・地域研究者から構成さ
れているが、大塚先生は単に人類学ばかりでなく、
歴史学・地域研究の中核を成す中東・イスラーム（教
徒）研究、アフリカ研究のリーダーでもあった。つま
りAA研はこのとき、組織と研究の両面で、研究所を
代表していた「顔」を一度に失ったのである。
特に、当時本学が全学一体となって推進していた
「中東イスラーム研究教育プロジェクト」の受けた衝
撃は大きかった。本学はもともと、他大学の追随を
許さない数の中東研究者・イスラーム（教徒）研究者
を抱えているが、このプロジェクトでは、2005年度
から5年間に渡って文部科学省の特別教育研究経費
を受け、名実ともにわが国随一の中東・イスラーム
寄  稿 「大塚文庫」の誕生 アジア・アフリカ言語文化研究所教授　飯塚 正人
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もしれないような事態が現在発生しつつある。文字
を電子データ化し、文字そのものでなく、電子デー
タの方を保存したり、やり取りしたりすることの方
が一般的になっているのである。その結果、電子デー
タを文字という視覚データに復元するのは利用者が
目的に合わせて適宜行えばいいことになり、紙にプ
リントアウトして読むという旧来のやり方のほか
に、必要に応じてディスプレイ上で文字を再現して
読むという新たな方法を用いることが可能となっ
た。電子データであれば、コピー＆ペーストも自由
自在である。その気になれば、聴覚データへの変換
（文字の読み上げ）や触覚データへの変換（文字の点
字化）も容易である。文字の保存という観点から、紙
の信頼性はきわめて高く（千年のオーダーで保存可
能であることは実証済みである）、電子データの保
存用の媒体の信頼性は未知数（発明されてから十年
のオーダーしか時間が経過していない）であるが、
電子データであれば、複製が簡単にでき、次々に媒
体を変えていくことが可能であり、高密度な媒体を
用いれば、むしろ紙はかさばって困るというような
贅沢も許されるようになった。これらの点で、電子
データ化された文字には、紙に書かれたり印刷され
たりした文字にはない圧倒的な利便性がある。実
際、学術雑誌は次々にオンライン・ジャーナル化し、
電子書籍の普及も進んでいる。かさばる紙を保存し
ておいて利用するというかつての図書館の姿は間
もなく過去のものとなろう。東京外国語大学附属図
書館もこのようなコンビ解消が間近に迫った時代
にあって、その姿を徐々に変えて行くことが求めら
れているのかもしれない。
人類にとって、文字の発明は革命的な出来事で
あった。文字のない世界では、先人の知恵も口頭で
次の世代に伝えて行くほかなく、知識を蓄積するこ
とはきわめて困難であった。日々のやり取りも口頭
でのみ行われるため、口約束をめぐってもめ事が起
こると、「言った」「言わない」のやり取りが果てしな
く続いた。つい最近まで無文字社会であったパプア
ニューギニアにおいて、長年にわたって文化人類学
的現地調査を行って来た身としては、文字がないと
人々の生活にどのような事態が発生するのかを目
の当たりにしており、その分だけ、文字が人類の文
化・社会にとって持つ偉大なる力を強く実感するこ
とができるのである。
文字の歴史は、同時に、文字を記す媒体の歴史で
もあった。現在広く用いられている紙という媒体は
文字の歴史において非常に重要な意味を持つ。その
扱い安さ、軽さ、耐久性等の面で圧倒的に利便性が
高く、甲羅、骨、石、粘土板、皮革等の他の媒体を過
去のものとして行った。また、印刷術の発明によっ
て、大量の複製が可能となり、限られた人のみが利
用して来た文字の大衆化が急激に進んだ。現在東京
外国語大学附属図書館に収蔵されているものの大部
分は、文字が紙に印刷されたもの、いわゆる「書物」
である。かつて書物を読むためには、その書物その
ものを手に入れるか、筆写するしかなかったが、コ
ピー機の発明によって、既存の書物を簡単に再現す
ることも可能となった。このように、つい最近まで、
文字と紙の組み合わせは最強のコンビであり、これ
らの技術革新によって、その利便性は飛躍的に高
まって来たのである。
しかし、このようなコンビがついに解消されるか
（教徒）研究教育拠点を築く計画でおり、そのリー
ダーがほかならぬ大塚先生だったからである。しか
もプロジェクトが突然代表を失ったとき、拠点形成
計画はすでに5年目に突入していた。
果たして大塚先生を失ってなお、本学をわが国随
一の中東・イスラーム研究教育拠点として維持して
行くことができるのか。残されたプロジェクト・メ
ンバーの苦悩は深かったが、国から巨額の資金援助
を受けている以上、拠点の形成・維持を断念するわ
けにもいかない。だがどうしたら、大塚先生を失っ
た痛手を少しでも軽くすることができるのか？
そうやってたどりついた先にあったのが、突如主
を失った大塚先生の一万冊近い蔵書だった。これこ
そ4年間のプロジェクト研究を支えた基本に他なら
ず、今後の拠点の維持・発展にも不可欠な資料であ
るに違いない……かくてAA研文献資料室に「大塚
文庫」が誕生した。そこでは先生ご自身を記念する
意味もあって、テーマ別の分類は行わず、故人の書
架が忠実に再現されている。中東やイスラーム、ま
た人類学の研究を志す者にとっては一種の聖地かも
しれない。
エジプトやスーダンなど、アラブ社会の人類学を
中心に、日本の中東・イスラーム研究に大きな足跡
を遺された大塚和夫先生は2009年4月29日、半年
にわたる闘病空しく、脳幹梗塞のために亡くなられ
た。享年59歳。亡くなる前年の秋には「社会人類学
の分野において幅広くかつ独創性に富んだ研究を行
い、文化人類学一般、さらに中東やイスラームを対
象とする地域研究、宗教学など隣接人文・社会科学
において重要な学術貢献をした功績により」紫綬褒
章を受章されており、3年に及んだアジア・アフリ
カ言語文化研究所（AA研）の所長職も09年3月末で
任期満了となることから、ご自身も周囲も、先生が
再び研究に専念できる環境に戻られ、以前にも増し
て内外でご活躍になることを期待していた矢先の
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寄  稿 「大塚文庫」の誕生 アジア・アフリカ言語文化研究所教授　飯塚 正人
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か「あの論文にこんな例文が載ってたっけ」というよ
うな記憶に頼って、実際に「あの本」を引っ張り出し
てきて確認するということが多い。
さて、そういう確認作業をするときにも、普通は
目標のページにしおりが挿んであったり欄外に書き
込みがしてあったりしない。では「あんなこと」や「こ
んな例文」をどうやって探し当てるのか。もちろん、
その本を読んだときの記憶に頼るのだ。たとえば「本
の3分の2ぐらい行ったあたりで、右ページの下の
方にあった」という具合だ。その辺りをぱっと開い
て、話の流れを思い出しながら右下に注意を向けつ
つ前後にページを繰ってみる。ときには結局4分の
1ぐらいの左ページの上の方だったなんてことが
あったりするけれども、このやり方でだいたい見つ
かる。
仕事のやり方としては効率が悪い。だから絶対に
おすすめしないのだが、個人的には捨てがたい面も
ある。というのは、部分的にせよその文献を読み直
すことになるので、新たな発見があるのだ。どうせ
読み直すのならメモを取らなくても同じ、という屁
理屈ではあるのだが。
気になっているのは、iPadで本を読むようになる
と「3分の2右下」式の記憶が出来なくなるだろうと
いうこと。検索はむしろ簡単になるので、仕事には
差し支えないと思うのだが、だんだん私の本の読み
方が変わっていくかもしれない。あるいは、もしか
したら、今は想像もできないような新たな記憶の仕
方が身につくのかもしれない。なんだか心配でもあ
り、楽しみでもある。
最近iPadを手に入れた。電子書籍リーダーとして
の使い方以外ほとんどしていないが、とても重宝し
ている。
ネット上に公開されているファイルをダウンロー
ドしたものや、自分で作った授業プリントなどを
PDF化したものを入れて持ち歩いている。1000ペー
ジを超える内容が厚さ1センチの中に入ってしまっ
たのだが、容量としてはまだスカスカだ。これでカ
バンがずいぶん軽くなった。それから複数の本を平
行して読めるのも便利だ。今まで読んでいた本にし
おりをはさんでカバンにしまい、別の本を取り出し
て開く、という手間をかけずに、画面に何度か触れ
るだけで、別の本に切り替わる。なかなか快適だ。
もっとも、最初のうちは画面上の文字を見ていて
も内容が頭に入ってこない感じがしていた。iPadの
持ち方も危なっかしくて、落とさないようにと思っ
てかなり緊張していたのだ。やっぱり紙に戻ること
になるのかな、と思ったりもした。しかし、人間は慣
れる動物だ。違和感はいつのまにか薄れてきて、今
ではiPadで読むという行為がかなり自然なものに
感じられるようになった。多分、私の日常生活のア
イテムとして定着するだろうと思う。
しかし、実はひとつ気になっていることがある。
私はもともと、本を読みながらあまりメモを取らな
い。若いときにそういう習慣を身につけておくん
だった、と思うこともあるが、もう手遅れだ。もちろ
ん、まったくメモを取らないというわけではないの
だが、論文を書いたり授業の準備をしたりするとき
は、「あの本にあんなことが書いてあったはずだ」と
寄  稿 画面で本を読む 大学院総合国際学研究院准教授　川上 茂信
助けをします。多言語コンシェルジュは、TUFS－
ラーニングコモンズをフルに活用しながら、学び
方の技法（学術リテラシー）を向上させるアドバイ
スにも努めていますので、気軽に話しかけてみて
ください。きっと何かヒントが得られるでしょう。
どうぞTUFS－ラーニングコモンズを使って、
新しい学習の世界を広げてください。
2012年4月、図書館4階を改装した「TUFS－
ラーニングコモンズ」（愛称「@ラボ」）がオープンし
ます。学生の皆さんの主体的な学習スペースであ
るTUFS－ラーニングコモンズには、グループ学習
ゾーン、PCゾーン、学習相談デスクを備えています。
グループ学習ゾーンは、話しながら時にはリラッ
クスして学習できる明るい空間で、移動式のテーブ
ル・デスクを組み合わせてさまざまな人数での学
習ができます。ノー トPC、iPadや、無線LAN環境、
プロジェクタ・ICレコーダ ・ービデオカメラなどの
機器を備え、学習上の多様なニ ズーに応えます。
PCゾーンでは、総合情報コラボレーションセ
ンタ （ーICC）の端末が利用できるほか、各種の
講習会が開かれます。
学習相談デスクでは、本学大学院生の「多言
語コンシェルジュ（P.6参照）」が、学生の皆さん
のさまざまな学習上の悩みを聞き、解決への手
TUFS－ラーニングコモンズがオープンします！
方が推薦する学習用の辞書が紹介されていま
す。附属図書館に所蔵がある辞書は、OPACに
リンクしていますので、手に取って試してみる
のもよいでしょう。ご活用ください。
附属図書館ホームページにある「TUFS－ビブ
リオ」は、学生のための基本文献ガイドです。新
しい語学にチャレンジする時、「地域言語／専
攻語の辞書案内」がおすすめです。本学の先生
TUFS－ビブリオ  地域言語／専攻語の辞書案内
http://www.tufs.ac.jp/library/guide/biblio/tufsbiblio.html
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いやー、悩みを話せて良かっ
たです。人に話しても「そっ
かー」で終わってしまう話で
も、多言語コンシェルジュの
方からは色々な答えが返って
きました。
論文の基本的なことから、とても丁
寧に教えてくれました。今までも資
料探し頑張ったかな…と思ってい
ましたが、全く見たことも聞いたこ
ともない資料を探し出してくださっ
て、感激です！ 何より大学院生の
堅苦しさ（イメージ）がなく、フレン
ドリーな方 で々楽しかったです。
相談
に来ていただいた方
からの
、感想です。
奥
木村
十亀
　多言語コンシェルジュは2012年２月現在、9人います。外大卒業生だけでなく、他大学卒業生も、留学生もいま
す。多種多様な言語・専門分野を持つ彼らは、みなさんの相談に対応するだけでなく、ワード講習会の講師役を務め
たり、海外のオススメ新聞をピックアップしてレジュメ配布したり、と様々な活動も担っています。今回はデスクの「広
報班」として活躍中の、［奥 真裕 × 木村 佑太 × 十亀 侑子］の３人に、学習相談デスクの仕事・やりがいと、新入生
の方に向けて、将来の夢などを語り合ってもらいました。
―『多言語コンシェルジュ』に応募
したきっかけを教えてください。
奥　　院生室の掲示板で見て。
木村　あ、俺もそんな感じ。
十亀　私は、学部の時の先生からメー
ルがきて。
木村　わざわざ？　十亀さんは学習
相談デスク（以下、デスク）に向いて
る、と先生が思ったんだね。
十亀　苦労して論文書いた人なら向
いてるかな。書くことが好きっていう
のは、多言語コンシェルジュはみんな
共通してるよね。
―学習相談デスクのお仕事は、ど
うでしたか？
奥　　もっと甘くみてました。
木村　相談内容が…うーん、高校の
テストみたいにどこかに答えが書いて
あるものじゃない、という感じ。一緒
に悩んで解決するっていう…。毎回、
四苦八苦で。相手の相談内容をよく
把握し、適切なアドバイスができるよ
う心がけてます。
奥　　自分たちも、自分のテーマ以外
で論文を書いたことはないし。それが
先生との違いかな、って。院生として、
学生に近い立場で一緒に悩めるのが。
木村　うん、多言語コンシェルジュとして
の立ち位置。そこは最初に迷ったよね。
十亀　答えを出すより、一緒にもがく
ことを求められてるのかな、って。私
が塾で講師をした時もそうだった。
奥　　座談会のタイトル、『一緒にも
がきましょう』にする？
一同　（笑）
―どんなときに、学習相談デスク
のやりがいを感じますか？
十亀　特定の本じゃないけど「こんな
本探してます」と相談され、こちらか
??????????????? ????????? ??
??????????????????? ???? ??????? ??? ????? ??????? ?????? ?? ????????? ?????
??? ??????? ? ?
?? ?????? ? ????????????????
??? ???????? ? ?????
?????????????????????????
??
 ??
?????? ?
　大学ではレポートやゼミ発表、
卒業論文といった課題が出されま
すが、誰でもすぐにできるものでは
ありませんし、初めてのときはわ
からないこともたくさんあるので
はないでしょうか。 また、日頃の学
習方法について戸惑いや迷いを感
じたり、授業で紹介された文献を
見つけられなかったりすることも
あるでしょう。 こうした学習上の
悩みを相談できる場所として、
2011年10月に『学習相談デス
ク』（以下、デスク）がオープンしま
した！　デスクでは本学の大学院
生が『多言語コンシェルジュ』とし
て、さまざまな言語・分野にわたっ
て相談にのっています（詳細はデ
スクのHPをご確認ください）。
　2012年4月以降は、附属図書
館4階にデスクがリニューアル
オープンします。文献の探し方や
レポートの書き方・パワーポイン
トの使い方などに困った時は、学
習相談デスクで先輩の院生にきい
てみましょう。
多言語コンシェルジュ
座談会 「一緒に、もがきましょう」
学習相談デスクで、
先輩に相談してく？
If you have any difficulties with your studies, we will support you!
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が塾で講師をした時もそうだった。
奥　　座談会のタイトル、『一緒にも
がきましょう』にする？
一同　（笑）
―どんなときに、学習相談デスク
のやりがいを感じますか？
十亀　特定の本じゃないけど「こんな
本探してます」と相談され、こちらか
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　大学ではレポートやゼミ発表、
卒業論文といった課題が出されま
すが、誰でもすぐにできるものでは
ありませんし、初めてのときはわ
からないこともたくさんあるので
はないでしょうか。 また、日頃の学
習方法について戸惑いや迷いを感
じたり、授業で紹介された文献を
見つけられなかったりすることも
あるでしょう。 こうした学習上の
悩みを相談できる場所として、
2011年10月に『学習相談デス
ク』（以下、デスク）がオープンしま
した！　デスクでは本学の大学院
生が『多言語コンシェルジュ』とし
て、さまざまな言語・分野にわたっ
て相談にのっています（詳細はデ
スクのHPをご確認ください）。
　2012年4月以降は、附属図書
館4階にデスクがリニューアル
オープンします。文献の探し方や
レポートの書き方・パワーポイン
トの使い方などに困った時は、学
習相談デスクで先輩の院生にきい
てみましょう。
多言語コンシェルジュ
座談会 「一緒に、もがきましょう」
学習相談デスクで、
先輩に相談してく？
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ら「こんな本どうですか」と紹介した
時、後日「ありがとうございました！」
と言われ、すごくうれしかった。
奥　　専門分野に近い質問が来た
時。自分が学部の卒論を書く時に感
じたような不安を、みんなも感じて
いるんだな、と。
十亀　むしろ、こちらの研究が何な
のか、訊かれることがある。卒論の
テーマを考えている3年生から、「何
のテーマで、どうやって調べました
か？」とか。
奥　　うん、テーマを考えてる時に
来てほしいよね。
―自分だったら、どういう時に相
談したいですか？
十亀　参考文献とか教えてくださ
いって、相談に行くと思う。
木村　自分の研究については主観的
になりがちだから、客観的に見るた
め同じ院生に見てもらうと助かる
し。学部生だともっと助かるんじゃ
ないかな。
十亀　違う視点からの意見がもらえ
る、ってことだよね。
奥　　最近、大学院の研究でも、他分
野についてお互いに勉強しあうのが
流行だし。
木村　俺も違う分野の人と話すと、自
分の研究に役立つと思える時がある。
奥　　僕は卒論の時に…途中で指導
教官が替わり、結局は違う分野の先
生に見てもらった。最初の先生と意
見が合わなかったのもあるけど、自
分の思い込みで研究の方法がつかめ
てなかったと思う。先生の他にも訊
ける人がいたら途中で替えずにすん
だのかも。
木村　今になって思い返せば、ね。俺
も卒論で苦労して、一人で書き上げ
なきゃ！という気持ちになってし
まったけど。もし、こんな相談デスク
があったら、頼れる人がいたら、もう
ちょっと効率よく書けた気もする。
奥　　論文もいろんな人に見てもら
えれば良くなるし、人からコメント
もらうのは大事だよね。
木村　デスクの役割として、みんな
にもどんどん使ってほしいな。
十亀　ゼミ発表前にちょっと相談、
みたいな使い方でもいいよね。デス
クでは評価も付けないし、簡単なコ
メントを出すくらいだけど、それが
新たな視点を生む場合もあるかも？
できれば、敷居を高く思わないでほ
しい。
木村　敷居が高いと思ってる人、
けっこういるみたいだね。「院生って
もっとお堅いと思ってました」と言
われて…「こんなにフレンドリーだ
と思ってませんでした」みたいな
（笑）。
奥　　こちらも去年までは学部生だ
から（笑）。
木村　ちょっと先輩に相談、みたい
な感じで来てほしいな。
十亀　話しかけてもらいやすいよ
う、私はデスクのパソコン作業に没
頭しすぎないように気をつけてる。
なるべく周りを見るようにして。
木村　パソコン作業もやってるけ
ど、いつでも来てくださいと宣伝し
たいね。いつでも声かけていいんだ
よ、と。
―これから、どういう活動をして
いきたいですか？ 
十亀　ブログを早く充実させたい。
デスクのメンバーが自由に書き込め
る形で、どんどん情報を発信してい
きたい。
奥　　どういう内容にしたいの？
十亀　まったく知らない相手には相
談しにくいだろうから、ブログでデ
スクのメンバーを紹介したいな。そ
れから、幅広い地域や言語について
学会の情報を載せる、とか…。
奥　　それは便利だね。とくに学部
生にとっては、分野にこだわらずい
ろんな話を聞けたら、研究のテーマ
選びにつながるだろうし。
木村　デスク主催の講習会もやって
いきたい。学部生の頃、これを教え
てもらいたかった！というのをやれ
れば。
奥　　授業では教わらないことを教
えてあげたいね。自分の時は、（役立
つツールが）あるということすら知
らなかったから。
十亀　あと、答えだけじゃなくて、プ
ロセスを伝えたいな。検索ツールを
使って、どうやってその情報にたど
りつけるか、とか。
奥　　うん。効率的にデータを入手
する手段を、相談者にパソコンの画
面を見せながら……直接、顔を見て
話せるのはメリットだと思う。
木村　それ、大事だね。
奥　　研究を続けていると、文献を
自分で読むだけじゃなく、授業で先
生の発したひと言とか、人に聞いた
話が糸口になることも多いんだ。で
も、後で先生は「そんなこと言ったっ
け？」なんて、忘れてたりして（笑）。
―学習のモチベーションが上がら
ない時、どうしていますか？
十亀　関係ないことをする。私の場
合、旅行とか料理とか。レポートのこ
とは、そればかりずーっと考えてて、
突然ひらめいたら書く。
木村　俺は関係ないことをするのはで
きないな、焦っちゃって。やるならや
る。課題を終らせてから遊ぶ。気がか
りがあるうちは、他のことはできない。
奥　　僕も先にやっちゃうね。夏休み
の宿題は真っ先に終わらせるタイプ。
十亀　語学の勉強は、まずほっとく。
自分を追い込んで、焦りだしたらやる！
奥　　大阪時代トルコ人のネイティ
ブをみつけるのも大変だったから、
探して会って話すのが、僕は一番モ
チベーションが上がった。
十亀　私もフィリピン語のイベント
に参加したなー。
奥　　トルコ人を見つけたら、捕ま
える！　とにかくトルコ語で話しか
ける！　実はその人、めっちゃ日本
語うまかったりするんだけど（笑）。
木村　語学への愛だね（笑）。俺は国
際関係が好きで、国際法のゼミに
入ったから、途中から語学のモチベ
が下がって…国際法のほうが、海外
のニュースが面白く見られるとか、
身近で利益がわかりやすい。でも、今
は語学もムダじゃなかったと思って
る。スペイン語で現地の文献が読め
たりするし。
―将来の夢は？
木村　「夢」というか目標だけど、将
来は国際法に関係する仕事につきた
い。外交官とかNGOとか。欲を言え
ば、国際裁判所の判事になりたい。国
際法の研究をしている学生にとって
は憧れなので。実際に、外大出身で判
事になった人もいるから…先輩の後
を追って、がんばれたら。
一同　おー！　かっこいい！
十亀　私は近い将来ですけど、がん
ばって卒業し、博士課程後期に進み
たい。その間、図書館でのデスクの仕
事とか、留日センターや日本語学校
で経験を積み、数年後にスウェーデ
ンに行って、研究できたらなって。
木村　なんでスウェーデン？
十亀　近々の配偶者がスウェーデン
人だから（笑）。
一同　え、近々 !？（騒然）
十亀　私は今、地域日本語教育を研
究しているけど、地域で日本語を学習
する人と会っても、学習者の立場に
はなれないから、その人たちの視点
を自分のものとして共有できない…。
だから私も、移民のための語学学校
でスウェーデン語を勉強してみて、
教育システムとそこで行われている
ことを、教師の視点を持った生徒の
立場から論文に書けたら。
奥　　現実的だね（笑）。僕の夢は、学
問で食べていけることです。日本で
は、トルコとかトルコ系の民族がま
だ認知度が低いので、そういうのを
発信していけるポジションにつきた
いな。
木村　もっと日本人に知ってほし
い、と。
奥　　それと、日本語で書かれた
チュルク語に関する一般書が少ない
のも、気になってる。英語の文献では
読めるけど…。
十亀　奥くんが訳してみたら？
―最後に、新入生のみなさんに一言
奥　　がんばれ！
木村　…それだけ？
奥　　興味あることは「面白そうだ
な」だけじゃなくて、読んだり、勉強
したりしましょう。実際に動かない
と…自分の頭の中だけで考えていて
も何も変わらないから、自分でやっ
てみる！
十亀　私からは「ようこそ、外大へ」
木村　あとは何かある？（笑）
十亀　自分のペースで自分のやりた
いことをやって、ちょっと困ったら、
遊びに来てください。
木村　そうそう。
十亀　あ、遊びに来て、じゃないね
（笑）。相談に来てください。
木村　四年間は長いようで短いの
で、その時間を有意義に使い、大学と
いう場を満喫してください。そうし
た皆さんの大学生活における「学び」
のサポートをできたら、と思ってい
ます。
（了）
十亀 侑子 （そがめ ゆうこ）
80年代・昭和生まれ。東京外国語大
学フィリピン語専攻卒業。現在、同大
学院 言語応用専攻日本語教育学専
修コース所属。2010年オーストラリ
アでの日本語教師アシスタントプロ
グラムに参加。英語は生活に困らな
い程度。韓国語、中国語はちょっと触
れた程度(ほとんど未習レベル)。現
在スウェーデン語学習中。卒業論文
では言語教育の孕む政治性・権力性
を批判的に見つめ悩み、修士論文で
も引き続きその問題に関して止揚を
目指し奮闘中。
木村 佑太 （きむら ゆうた）
1988年生まれ。東京外国語大学スペ
イン語専攻を卒業後、同大学院 国
際協力専攻（国際法学）に入学、在学
中。留学経験はなし。英語とスペイ
ン語を話せる…かな？ 卒業論文では
いわゆる「移行期正義(transitional 
justice)」について研究、1980年代
の南米や90年代以降のアフリカ地域
における、軍政から民主政への移行
期の際の恩赦法制定について国際
法の観点から分析を行った。修士論
文では同問題について国際刑事裁
判所との関係などからより広範かつ
詳細な分析・研究を行う予定。
奥 真裕 （おく まさひろ）
1987年生まれ。大阪大学外国語学部
地域文化専攻（トルコ語）を卒業後、
東京外国語大学大学院 言語文化専
攻  言語・情報学研究コース（トルコ
語学）に入学、在学中。学部生時代は
トルコのイスタンブールを始め、ウズ
ベキスタン、アゼルバイジャンで遊
学。その際、ヨーロッパの旧オスマン
帝国領を1ヶ月かけて放浪。卒業論
文では現代トルコ語のya（感嘆詞、
接続詞）の形式と機能を扱い、現在は
中央アジアのチュルク諸語を勉強し
つつ、トルクメン語の従属節を作る形
式について修士論文の執筆準備中。
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ら「こんな本どうですか」と紹介した
時、後日「ありがとうございました！」
と言われ、すごくうれしかった。
奥　　専門分野に近い質問が来た
時。自分が学部の卒論を書く時に感
じたような不安を、みんなも感じて
いるんだな、と。
十亀　むしろ、こちらの研究が何な
のか、訊かれることがある。卒論の
テーマを考えている3年生から、「何
のテーマで、どうやって調べました
か？」とか。
奥　　うん、テーマを考えてる時に
来てほしいよね。
―自分だったら、どういう時に相
談したいですか？
十亀　参考文献とか教えてくださ
いって、相談に行くと思う。
木村　自分の研究については主観的
になりがちだから、客観的に見るた
め同じ院生に見てもらうと助かる
し。学部生だともっと助かるんじゃ
ないかな。
十亀　違う視点からの意見がもらえ
る、ってことだよね。
奥　　最近、大学院の研究でも、他分
野についてお互いに勉強しあうのが
流行だし。
木村　俺も違う分野の人と話すと、自
分の研究に役立つと思える時がある。
奥　　僕は卒論の時に…途中で指導
教官が替わり、結局は違う分野の先
生に見てもらった。最初の先生と意
見が合わなかったのもあるけど、自
分の思い込みで研究の方法がつかめ
てなかったと思う。先生の他にも訊
ける人がいたら途中で替えずにすん
だのかも。
木村　今になって思い返せば、ね。俺
も卒論で苦労して、一人で書き上げ
なきゃ！という気持ちになってし
まったけど。もし、こんな相談デスク
があったら、頼れる人がいたら、もう
ちょっと効率よく書けた気もする。
奥　　論文もいろんな人に見てもら
えれば良くなるし、人からコメント
もらうのは大事だよね。
木村　デスクの役割として、みんな
にもどんどん使ってほしいな。
十亀　ゼミ発表前にちょっと相談、
みたいな使い方でもいいよね。デス
クでは評価も付けないし、簡単なコ
メントを出すくらいだけど、それが
新たな視点を生む場合もあるかも？
できれば、敷居を高く思わないでほ
しい。
木村　敷居が高いと思ってる人、
けっこういるみたいだね。「院生って
もっとお堅いと思ってました」と言
われて…「こんなにフレンドリーだ
と思ってませんでした」みたいな
（笑）。
奥　　こちらも去年までは学部生だ
から（笑）。
木村　ちょっと先輩に相談、みたい
な感じで来てほしいな。
十亀　話しかけてもらいやすいよ
う、私はデスクのパソコン作業に没
頭しすぎないように気をつけてる。
なるべく周りを見るようにして。
木村　パソコン作業もやってるけ
ど、いつでも来てくださいと宣伝し
たいね。いつでも声かけていいんだ
よ、と。
―これから、どういう活動をして
いきたいですか？ 
十亀　ブログを早く充実させたい。
デスクのメンバーが自由に書き込め
る形で、どんどん情報を発信してい
きたい。
奥　　どういう内容にしたいの？
十亀　まったく知らない相手には相
談しにくいだろうから、ブログでデ
スクのメンバーを紹介したいな。そ
れから、幅広い地域や言語について
学会の情報を載せる、とか…。
奥　　それは便利だね。とくに学部
生にとっては、分野にこだわらずい
ろんな話を聞けたら、研究のテーマ
選びにつながるだろうし。
木村　デスク主催の講習会もやって
いきたい。学部生の頃、これを教え
てもらいたかった！というのをやれ
れば。
奥　　授業では教わらないことを教
えてあげたいね。自分の時は、（役立
つツールが）あるということすら知
らなかったから。
十亀　あと、答えだけじゃなくて、プ
ロセスを伝えたいな。検索ツールを
使って、どうやってその情報にたど
りつけるか、とか。
奥　　うん。効率的にデータを入手
する手段を、相談者にパソコンの画
面を見せながら……直接、顔を見て
話せるのはメリットだと思う。
木村　それ、大事だね。
奥　　研究を続けていると、文献を
自分で読むだけじゃなく、授業で先
生の発したひと言とか、人に聞いた
話が糸口になることも多いんだ。で
も、後で先生は「そんなこと言ったっ
け？」なんて、忘れてたりして（笑）。
―学習のモチベーションが上がら
ない時、どうしていますか？
十亀　関係ないことをする。私の場
合、旅行とか料理とか。レポートのこ
とは、そればかりずーっと考えてて、
突然ひらめいたら書く。
木村　俺は関係ないことをするのはで
きないな、焦っちゃって。やるならや
る。課題を終らせてから遊ぶ。気がか
りがあるうちは、他のことはできない。
奥　　僕も先にやっちゃうね。夏休み
の宿題は真っ先に終わらせるタイプ。
十亀　語学の勉強は、まずほっとく。
自分を追い込んで、焦りだしたらやる！
奥　　大阪時代トルコ人のネイティ
ブをみつけるのも大変だったから、
探して会って話すのが、僕は一番モ
チベーションが上がった。
十亀　私もフィリピン語のイベント
に参加したなー。
奥　　トルコ人を見つけたら、捕ま
える！　とにかくトルコ語で話しか
ける！　実はその人、めっちゃ日本
語うまかったりするんだけど（笑）。
木村　語学への愛だね（笑）。俺は国
際関係が好きで、国際法のゼミに
入ったから、途中から語学のモチベ
が下がって…国際法のほうが、海外
のニュースが面白く見られるとか、
身近で利益がわかりやすい。でも、今
は語学もムダじゃなかったと思って
る。スペイン語で現地の文献が読め
たりするし。
―将来の夢は？
木村　「夢」というか目標だけど、将
来は国際法に関係する仕事につきた
い。外交官とかNGOとか。欲を言え
ば、国際裁判所の判事になりたい。国
際法の研究をしている学生にとって
は憧れなので。実際に、外大出身で判
事になった人もいるから…先輩の後
を追って、がんばれたら。
一同　おー！　かっこいい！
十亀　私は近い将来ですけど、がん
ばって卒業し、博士課程後期に進み
たい。その間、図書館でのデスクの仕
事とか、留日センターや日本語学校
で経験を積み、数年後にスウェーデ
ンに行って、研究できたらなって。
木村　なんでスウェーデン？
十亀　近々の配偶者がスウェーデン
人だから（笑）。
一同　え、近々 !？（騒然）
十亀　私は今、地域日本語教育を研
究しているけど、地域で日本語を学習
する人と会っても、学習者の立場に
はなれないから、その人たちの視点
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―最後に、新入生のみなさんに一言
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成る。
A：1941 年8月に文部省内に設立された日本語教
育振興会（1941－1946）の出版物はじめその蔵書や
その他の一次資料。
B：長沼直兄の米国大使館日本語教員時代（1923－
1941）や占領期の米軍将校らへの日本語教育関係、戦
時でも日本語教育振興会とは別の活動として出版し
た本など、長沼直兄に関わるA以外の出版物やその他
の一次資料。
日本語教育振興会は「大東亜圏内における日本語普
及」のための調査研究、教材作成、教員養成などを統
長沼スクール（旧：財団法人言語文化研究所）から、
国内外で用いられた日本語教科書・教材等286点の書
籍は「戦前・戦中・占領期日本語教育資料」として附属
図書館に、書籍以外の一次資料は本学国際日本研究
センターに寄贈された。（財）言語文化研究所（2009 
年度より改組改称され学校法人長沼スクール）は、
1941年8月に文部省内に設立された日本語教育振興
会の財産をひきついで1946 年3月に長沼直兄に
よって設立され、長沼直兄の著作を含む戦前・戦中・
戦後の資料を保管してきた。
このコレクションは大きく分けて次の二種類から
平成23年11月18日から12月25日まで、本学附属図書館2Fギャラリーにて、平成23年度附属図書館特別
展示会を開催しました。今回は、学校法人長沼スクールより当館に寄贈された「戦前・戦中・占領期日本語教育資
料」を日本語教育者・長沼直兄の仕事にスポットを当てながら紹介しました（監修・解説：河路 由佳 本学教授）。
平 成 23 年 度 附 属 図 書 館 特 別 展 示 会 報 告
戦前・戦中・占領期
激動の時代の日本語教育
─長沼直兄の仕事を中心に
ワ・マライ・ビルマなど東南アジアに範囲を広げ、調
査研究、教科書等の刊行、派遣教員の養成事業などを
行いました。長沼直兄は調査研究・出版事業の責任者
として教科書等の出版を多く手掛け、研修会では日
本語教授法を講じました。短期の研修を経てアジア
各地に派遣された数千人規模の日本人日本語教師は
現地の言語を解さず、日本語だけで教えることが求
められました。入門用教科書『ハナシコトバ』の長沼
直兄による教師用指導書は、直接法による授業の進
め方がシナリオのように書かれたものです。これは
派遣教員のみならず、日本国内の留学生教育やその
他の地域でも、直接法による初期指導の手引書とし
て珍重され、今日の直接法による指導法の基礎とな
りました。
一方、戦争中アメリカに持ち帰られたNaganuma 
Readersはアメリカ陸海軍で採用され、多くの複製版
が印刷されて使われました。ここで学んだ人々が戦
後アメリカでの日本語の指導者となり、アメリカで
の日本語学習は質量ともに飛躍的に充実することに
なります。
戦後、長沼直兄は理事長として日本語教育振興会
の解散申請を決定し、新たに財団法人言語文化研究
所を設立しました。占領期にはGHQからの依頼で米
長沼直兄は1894年、日清戦争のさ中に生まれ、太
平洋戦争を中心に前後それぞれ20年余り、都合50年
を日本語教育に従事して1973年に亡くなりました。
初めの20年ほどはアメリカ人宣教師や語学将校を対
象に、戦争中の4年間はアジアへの日本語普及に、戦
後は占領軍の将校や宣教師たちに、やがては外国人
一般に日本語を教え、今日の日本語教育の基礎を築
きました。
19世紀末までアメリカで日本語を使う人といえば
ほとんど日系人に限られていましたが、20世紀に
入って、軍事関係の必要から非日系人の日本語学習
が始まりました。米国陸海軍は日本の情報収集目的
で語学将校を日本に送り日本語学習をさせました。
1923年から長沼直兄が担当したのは、このプログラ
ムでした。ここで長沼直兄は入門から超級まで学べ
る教科書、『標準日本語讀本巻一～七』（1931－1934）
を完成します。この教室はThe  Naganuma School、
教科書はNaganuma Readersと呼ばれました。
1941年日米開戦が迫ると教室は閉鎖され、一方で
文部省と興亜院は日本語教育振興会を設置、長沼直
兄は求められてその理事に就任します。この組織は、
「大東亜圏」への日本語普及を目的として設立され、
当初は専ら中国に向けて、やがて、フィリピン・ジャ
もうとしませんでした。
アメリカとアジアでは日本語学習の歴史も事情も
大きく異なりますが、いずれも長沼直兄を必要とし、
長沼直兄はそれに精一杯応えつつ教授法や教材の開
発に励んだのです。日本語教育を巡る状況の大きな
変化に苦悩しつつも怯むことなく、一心に一筋の道
を生き抜いた生涯でした。今も長沼スクールでは世
界各地からの学習者が日本語を学んでいます。
軍の日本語教育にも当たりました。彼らや欧米人宣教
師らの協力のもと、1948年には附属東京日本語学校を
設立しました。これは再びThe  Naganuma Schoolと
呼ばれ、Naganuma Readersの戦後の改訂版『改訂標
準日本語読本巻1～8』は世界各地で使われました。
長沼直兄は目標言語のしくみに習熟するための方
法の探求に余念がありませんでしたが、習得した言
語をどう使うかは学習者の領域であるとして踏み込
平 成 23 年 度 附 属 図 書 館
公
開 演 報
講 会 告
アメリカ・日本・アジアのはざまで
─日本語教育者・長沼直兄の「激動」の戦前／戦中／戦後─
なお   え
大学院総合国際学研究院教授　河路 由佳
講演風景
附属図書館では、社会貢献事業の一つとして、ど
なたでもご参加いただける公開講演会を毎年開催
しています。平成23年度は特別展示と並行して河
路 由佳 本学教授に講演していただきました。同講
演会は平成23年12月9日(金)研究講義棟マルチ
メディアホールにて行われ、多数の聴衆が集まり学
外の方も100名以上が参加されました。
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あったにもかかわらず、
彼らは長沼直兄を頼って
日本語教育振興会に日本
語教授を要請、日本語教
員養成講座も連合国軍の
依頼によって実施され
た。連合国軍の日本語教
室で、長沼直兄は、『改訂
標準日本語讀本』（日教資
/5/21～28）の作成に着
手、1950年には開拓社か
ら一般市販用に刊行され、その後、長く版を重ねた。
『First Lessons in Nippongo』は、長沼直兄が日本
語教育振興会の仕事をしている時期に、それとは別
に作成した英語による日本語教材で、初版は1945
年2月に刊行された。1942年9月から1943年10月
にかけて現在のJapan Times社による英文週刊誌
『Nippon Times Weekly』に連載された日本語学習欄
をまとめたもので、全50課で日本語の基本文型が学
べるようになっている。東亜の英語話者が対象だと
説明されていた。この本は戦後間もない1946 年2月
に同じ紙型を用いて再版（日教資/5/20）された。こ
の時点では対象学習者は、アメリカ人を主とする連
合国軍関係者であった。
同書は1952年に一部改訂され『First Lessons in 
Japanese』と書名も改まるが、その後1990年代まで
版を重ねた。
長沼直兄は、生涯を通して日本語を教えると同時
に調査研究、教材開発に取り組み、今日の日本語教育
の基礎を築いた。残された資料との新たな出会いを
経験していただけたらと思う。
おうという意図から上質であることが求められ、当
代一流の絵本作家に依頼された。『コドモノセカイ』
（日教資/1/46）は黒崎義介による。
日本語教育振興会において日本語普及事業にかか
わる以前は、長沼直兄は米国大使館の日本語教員を
務めていた。『標準日本語讀本』全七巻は、米国大使館
での実践から生まれた入門から超級に至る体系的な
教科書である。欧米人を対象とした一人の著者によ
るものとしては、空前絶後のものであるといっても
過言ではない。
『標準日本語讀本』全七巻の初版（1931－1934）（日
教資/5/1～7）は、米国大使館内部での使用に限られ
たため、外部の目に触れることはなかった。やがて日
米関係が悪化すると、米国大使館での日本語教授も
存続不能となった。1941年8月、長沼直兄は米国大
使館を辞し、文部省内に新設された日本語教育振興
会に活躍の場を移したのだった。
一方、米国大使館で長沼直兄に日本語を習った
人々は、長沼の教科書を米国に持ち帰った。日本語
のわかる人材はアメリカ陸海軍にとって必要で、最
上の教材として長沼直兄の『標準日本語讀本』全七巻
が選ばれた。長沼直兄の知らぬうちに、米国でコピー
版が何種類も作られた。日本文学者のドナルド・キー
ン、サイデンステッカー
らもこれで学んだ。それ
ばかりか、長沼直兄の配
布プリントに基づく副教
材も印刷された。
さて、そうした事情も
あって、戦後日本にやって
きたアメリカ人将校らの
中で、長沼直兄は広く知ら
れていた。日本語教育振興
会が戦争目的の団体で
が、日本語教育振興会設立後は、同振興会がその刊行
を引き継いだ。作成したのは文部省の勅令によって
設けられた「日本語教科用図書調査会」であった。
1939年より文部省嘱託であった長沼直兄は、この作
成時から意見を述べたという。B6判の薄型、オール
カラーの絵本風の作りで上・中・下の3巻から成る。
全体にことばは少なく、特に上巻の初め、4～8ペー
ジは絵だけで文字がない。一カ月程度の研修を受け
て現地に赴いた6,000人を越える日本人日本語教員
は、絵本のような教科書を与えられただけでは途方
に暮れたに違いない。彼らのために、この教科書に
は、懇切丁寧な「指導書」（日教資/1/4～6）が作成さ
れた。『ハナシコトバ』の1ページのために、指導書は
5～6ページ、直接法での授業の進め方がシナリオの
ように書き込まれている。執筆者は長沼直兄である。
長沼直兄は1941年8月に文部省内に日本語教育振
興会ができるとその理事に就任、1946年の夏に同振
興会が解散するまで（それを決定したのも長沼直兄で
ある）、特に教科書を始めとする出版物の責任者とし
て、日本語教育振興会による出版物の計画から発行
までを担当した。「支那学童用絵本」シリーズは、日本
語教育振興会によって1942年に中国向けに発行され
た。日本の文化や日本語に好意と憧れを持ってもら
括的に行なう機関であったから、Aの日本語教育振興
会による出版物は、アジア向けのものである。
戦後の日本語教育に大きな影響を与えた長沼直兄
の著作も含まれる。統括的機関であったことから、同
時代の日本の内外各地の日本語教科書など日本語教
育関係の書籍が集められており、コレクションには
それらも含まれている。
Bは、米国大使館での日本語教授から生まれた長沼
直兄『標準日本語讀本』（1931－1934）を中心に、戦時
中の米国におけるその複製本や戦後の改訂版など。
また、戦時中に日本語教育振興会とは別に長沼直兄
が著した『First Lessons in Nippongo』、そして占領期
に米軍総司令部参謀第二課日本地区語学科の日本語
主任を務めた時期の長沼直兄の著作など、戦前・戦中・
戦後の長沼直兄に関わるA以外の蔵書や一次資料で
ある。特に『改訂標準日本語讀本』は戦後、日本の内外
で広く使われ、大きな影響を及ぼしている。
日本語教育振興会は、まず民間の日語文化学校内
に置かれたが、改めて文部省内に設置されたのは、
1941年8月であった。大陸の学童向けの日本語入門
書『ハナシコトバ』（当館請求記号：日教資/1/1～3）
は、既に東亜同文会によって初版が発行されていた
『ハナシコトバ 上』 文部省 1941年（?）
『コドモノセカイ』 黒崎義介画 1942年
『標準日本語讀本巻一』 
長沼直兄 1931年
『FIRST LESSONS IN NIPPONGO』
1946年
【解説パンフレット】
http://www.tufs.ac.jp/blog/is/g/news/tenji_
booklet_23.pdf
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■月別入館者数 ［期間：2011年1月～2011年12月］
図書館統計
貸出冊数統計
※１　学部研究生や科目等履修生などを含む。　　※３　貸出協定を締結している機関を示す（2012年2月現在、国際基督教大学のみ）。
※２　大学院研究生や大学院特別聴講生を含む。
月別入館者数統計
東京外国語大学学術成果コレクション登録件数・利用状況
東京外国語大学学術成果コレクション（Prometheus-Academic Collections)とは、東京外国語大学
の研究・教育成果および史資料を収集し、広く一般へ公開することを目的とした機関リポジトリです。
インターネットを介して、学術論文や史資料本文を閲覧することができます。（2008年3月正式公開）
■コレクション別のアイテム・アクセス・ダウンロ ドー数
［期間：2011年1月～2011年12月　※アイテム数：2012年2月末現在］
※1 ダウンロード数
※2 本学紀要論文を収録（「アジア・アフリカ言語文化研究
所」、「留学生日本語教育センター」発行分も含む）
※3 21世紀COEプログラム「史資料ハブ地域文化研究拠
点」により収集された史資料および刊行物を収録
※4 図書館報および「南アジア史資料デジタル・アーカイブ
ズ（SARDA）」等を収録
★詳細は、http://repository.tufs.ac.jp/doc/index.htmlをご
覧ください。
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覧ください。
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●昨年の大地震では大量の本が落下し、建物の一部が損傷しました。それを受けて書架の高い段には滑り止めのシート
を敷きました。まだ万全ではありませんが、緊急時の避難誘導・点検についても計画を策定しています。（吉田）
●外語大図書館のスタッフになって約1年、震災の日からも1年になります。自分の身辺にも大小さまざまな変化が起
こりました。平穏な日常のありがたさを忘れぬよう、日々すごしていけたらと思っています。（大浦）
●今回の特集記事では、学習相談デスクの担当者達に座談会をしていただきました。インタビュー中の、笑いの絶えな
い楽しそうな様子や担当者達の雰囲気が伝われば、と思います。どうぞお気軽にご相談にいらしてください。（木村）
●多言語コンシェルジュと、この春スタートするTUFS－ラーニングコモンズで、図書館は学習サポートの場への歩み
を踏み出しました。この一年以上、準備に明け暮れた日々でしたが、いつになく楽しみな春を迎えています。学生の
皆さんに親しまれ、役立つことを願っています。（綾部）
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平成23年度附属図書館
特別展示会より
『コドモノセカイ』
黒崎義介画1942年
 4月 6日 …… 入学式（館報「カスタリア」等配布）
 4月 6日 …… クラスガイダンス（全15回　～ 12月）
 4月11日 …… 計画停電および節電への協力等のため4月の開館時間変更（平日9－18時　土日休館　～ 30日）
 4月19日 …… 図書館オリエンテーション（全5回　～ 26日）
 4月22日 …… 国立大学図書館協会東京地区協会総会　2名参加（於 東京学芸大学）
 4月26日 …… 情報リテラシー科目附属図書館担当分講義「附属図書館利用案内」（全4回　4月28日と計2日間）
 5月 6日 ……  5・6月の開館時間変更（平日9時－21時45分　土9－17時　日休館　～ 6月30日）
 5月24日 …… 図書館ガイダンス（全3回　～ 26日）
 5月26日 …… 平成23年度第1回図書館委員会
 6月14日 …… 情報リテラシー科目附属図書館担当分講義「情報検索演習」（全4回　6月16日と計2日間）
 6月16日 …… 第58回国立大学図書館協会総会　2名参加（於 広島市）
 6月20日 …… 情報検索ガイダンス（全5回　～ 30日）
 6月28日 …… 東京西地区大学図書館協議会加盟館会議　1名参加（於 杏林大学三鷹キャンパス）
 6月29日 …… 平成23年度第1回選書委員会
 7月 1日 ……  7月の開館時間変更（平日9時－21時45分　土日9－17時　～ 23日） 
 7月23日 …… オープンキャンパス図書館見学
 9月29日 …… 駐日ポルトガル大使一行来訪
10月 3日 …… 多言語コンシェルジュによる学習相談デスク開設（　～ 2月17日）
10月17日 …… 図書館オリエンテーション（全3回　～ 24日）
10月20日 …… 情報検索ガイダンス（全5回　～ 27日）
11月 2日 …… 平成23年度第2回選書委員会
11月14日 …… 東京西地区大学図書館協議会実務担当者会議　1名参加（於 一橋大学）
11月18日 …… 平成23年度附属図書館特別展示会（「戦前・戦中・占領期　激動の時代の日本語教育─長沼直兄の仕事
  を中心に」　～ 12月25日）
11月20日 …… オープンキャンパス図書館見学
12月 9日 …… 平成23年度附属図書館公開講演会（河路 由佳 本学教授「アメリカ・日本・アジアのはざまで─日本語
  教育者・長沼直兄の「激動」の戦前／戦中／戦後」）
12月12日 …… 出張コンシェルジュ（学習相談）実施（全3回　～ 14日）
 1月31日 …… Word講習会実施（多言語コンシェルジュ企画）
 2月 8日 …… 平成23年度第3回選書委員会
 3月19日 …… 平成23年度第2回図書館委員会
 3月26日 …… 附属図書館4階改修工事（ラーニングコモンズ）完了
（平成23年4月～平成24年3月）
　昨年の東日本大震災では府中市は震度5弱で、当館も図書約15,000冊が落下しましたが、幸い人的被害はなくその他の物的被
害も軽微でした。3月中は一部エリアのみの開館（3/17～ 31）となり、夏学期も電力事情や補講に対応して開館時間変更を行い
ました。その後、図書落下防止対策や災害対応体制の整備等を行い、より安心して利用できる図書館であるよう努めています。
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